
「ネットワークを広げよう！親育ち支援担当の在り方」にて

たくさん見つけたよ！保護者をつなぐ発信の工夫！

　　　とさすくだより
2022．７．11　

高知県教育委員会幼保支援課

　コロナ禍が長引く中、園での様子を伝えるだけでは保護者の不安を取り除くことに難しさが出てきているようで、園と
保護者、保護者と保護者双方のつながりがもてる工夫が必要となってきています。5月に行われた上記の研修会に103名
の親育ち支援担当者が集まり、これまで園で大切にしてきたけれどコロナ等で実施できなかった行事の実施に向け、グ
ループで新たなねらい、方法や工夫を考えました。無理だと思っていたことも仲間とアイデアを出し合うことで、「諦め
ていたけどこの行事できるねえ！」という声があちこちから聞こえてきました。それらの行事を行うことを通して、保護
者とつながれる発信についても具体的なアイデアがたくさん出ました。
　ぜひ参考にして明日からの保育に生かしてみてくださいね。

保育参観でまず顔
見知りに！顔を合
わせてつながりた
いと考えました。

食育だってねらいを変
えれば可能ですね！つ
ながる手段もたくさん
出てきました！

親子の共に
過ごす姿か
ら、更なる
親子理解に
つながりそ
うですね。

異年齢の成長に
も触れる工夫を
考えました。

子どもの成長を実
際に見てもらい、
ともに喜び合いた
いですね。子ども
の自信ややる気に
もつながります！


